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幼い頃から阿佐谷の将棋教室に通
い、いつしか「将棋のプロになりた
い」と思い描くようになった古井丈
大さん。今年4月に四段昇段を果た
し、プロの世界に入りました。厳し
い夢への道中を支えたのは「将棋が
好きだ」という気持ち。そんな古井
さんに将棋の魅力・プロとしての思
いなどを語っていただきました。
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級からスタートして四段に昇段する必要があります。四段の手前の三段
では半年ごとにリーグ戦が行われ、そこで上位2名に入ると昇段できるの
で、年間でプロになれるのは基本的に4人だけ。自分は中学1年生で奨励会
に入会して、6級から初段までは順調に昇級・昇段し、その後3年ほどか
けて三段まで上がりました。三段での期間が3年半と長く、苦しい時間も
少なくありませんでした。リーグ戦ではここ一番というところでなかなか
勝ち切れないことが続いてもどかしかったし、半年かけて戦っても成績が
振るわないと「半年間を無駄にしてしまった」という感覚にもなりまし
た。そして、四段昇段が26歳までという年齢制限もプレッシャーになっ
ていたと思います。

─苦しい時期にどのようなことが支えになりましたか？
　何よりもまず「将棋が好き」という気持ちが原動力としてあったと思い
ます。将棋が好きだという気持ちを心の奥底にずっと持ち続けることがで
きたのは大きいです。もちろん、家族をはじめ高校・大学の友人の励まし
や、棋友館の先輩・仲間たちの後押しも大きな力になりました。他の道は
考えられない、自分は何が何でも将棋でプロになるんだと強く思い続け、
最後のほうはいい意味で開き直って「楽しんでやろう！」と前を向くよう
になっていきました。それが良い方向に働いた気もします。

─念願のプロデビューを果たしたときはどのような気持ちでしたか？
　四段に昇段すると知ったときは全然実感が湧きませんでした。三段リー
グで対局することが日常になっていたので、自分が本当にそこから抜けら
れるのか？　と不思議な心境でした。お祝いの連絡などをいただいたりし
て徐々に実感が湧き、目標としていたところに到達できたことがすごくう
れしかったです。同時に、これからが本当の戦いでもあるので、また気を
引き締めていこうという気持ちにもなりました。

　ずっと共に歩んできた将棋への思い。未来への思い

─古井さんが考える将棋の魅力とは何ですか？
　果てしない奥深さでしょうか。将棋は強くなればなるほど、やればやる
ほど、分からないことが増えていきます。未知の世界がどんどん広がって
いき、どんどん面白くなるんです。一つの戦術を突き詰めようと思って
もそう簡単には結論が出ません。そこを突き詰めていくことに楽しさが
あると感じます。将棋と聞くと難しいものだというイメージを持たれる方
も多いと思いますが、ルール自体は難しくなくて、覚えてしまえば小さな
子どもでも誰でも楽しめます。そんなところも魅力ではないでしょうか｡

─将棋と向き合ってきた13年間を改めて振り返ってみて思うことはあり
ますか？
　この13年間もし将棋をしていなかったら…？ と想像してみても、もう
想像できません。将棋が自分の人生そのものという感じになっています。
日頃から何をしていても頭の片隅に将棋盤が浮かんでいます。将棋をして
いたから出会えた人・生まれたつながりは数え切れません。棋友館や奨
励会での出会いだけでなく、大学で所属する将棋部の友人の存在も大きい
です。三段リーグで勝てなくて息苦しくなっていたとき、大学の友人と将
棋を指す時間は、将棋本来の楽しさを思い出させてくれるひとときでし
た。これまでの13年間、本当にたくさんの人と出会い、励まされてきた
なと感じます。

─プロとして今後どのような棋士を目指していきたいですか？
　自分は三段リーグで3位を2回獲得した特例で四段に昇段したので、
言ってみれば一段低いところからのプロスタートです。だから、まず今年
度中にしっかりと成績を上げて皆さんに追いつくことが目の前の目標で

す。戦術面では、手堅く守って勝ち切るような展開が得意ですが、激しい
攻め合いの中でギリギリの差で勝つような勝ち方も自分のものにしてい
き、勝ち幅を広げていくことも課題です。そして長期的な目標としては、
いろいろな棋戦（大会）で優勝など結果を残しながら、何歳になっても情
熱を持って戦い続けられる、そんな棋士になっていきたいです。

─将棋をはじめ、今何かに熱中しながら頑張る子ども達に向けて古井さん
からメッセージをお願いします。
　上達には何よりも楽しむことが一番大切です。楽しむ気持ちをいつも忘
れず、自分に合う練習方法を見つけて頑張ってほしいです。あとは、や
はり仲間を大切にということも伝えたいです。子どもに限らず何か一つ
のことに熱中している、夢・目標を持って頑張っているって、それだけ
ですごく幸せなことだと思います。辛くなるときもあるかもしれないけ
れど、好きな気持ち・楽しむ気持ちを大切に努力していけば、きっとた
どり着きたいところに近づくのではないでしょうか。

小学2年生で将棋と出会い、夢中になった

─古井さんはいつから将棋を指すようになったのですか？
　初めて将棋を指したのは小学2年生です。自分は幼少期から一つのこと
にすごく熱中するタイプで、幼稚園児の頃に折り紙に熱中したときは、
折った作品で段ボールが1箱埋まるほどでした。友達から将棋をやってい
ると聞いて「子どもでもできるんだ…！」と興味を持ち、自分でもやって
みるようになったら楽しくてあっという間に熱中していきました。もっと
強くなりたいと思って小学3年生で通い始めたのが、阿佐谷にある将棋教
室・

  き  ゆう

棋友館です。そこで館長であり指導棋士の資格を持つ小田切秀人先生
に出会ったことは、自分の中でとても大きな出来事でした。

─小田切先生は古井さんにとってどのような先生でしたか？
　初めて教室に行くと、まず小田切先生の
指導対局を受けるところから始まります。
先生が生徒3人を同時に相手にして対局する
三面指しでは、他の生徒2人は早指しですぐ
に対局が終わる中、自分は次の一手を決め
るために長く考える長考派なんですが、その
間も急かすようなことはせずにじっと待って
くださいました。そんな先生の指導のおかげ
で、じっくりと考える地力がついたと思い
ます。また、将棋以外の礼儀などもいろい
ろと教えてくださり、先生のもとで人間としてもすごく成長できました｡

─棋友館で腕を磨く中でプロを意識したのはいつ頃だったのですか？
　小学4年生くらいのとき、｢将棋を職業にできるんだよ」と人から聞いて､
初めて将棋のプロである棋士という存在を知りました。その頃は自分もア
マチュア二段くらいの実力がついていて、子ども心に「こんなに楽しいも
のを仕事にしていいのか」と興味が湧いて、自分も棋士になってみたいと
考えるようになりました｡

─棋士を目指して、どのような練習の日々を過ごしましたか？
　教室で対局を重ねて練習するほか、一方で指したら反対側にまわって指
すという、先手と後手の一人二役をやりながら対局する練習を家でよく
やっていました。戦術書を読んで研究したりもしていましたね。

棋士への狭き門。厳しい道のりの中で

─棋士への道というのはかなり厳しいものだったと思います。
　プロである棋士になるためには棋士の養成機関である奨励会に入り、6

プロフィール：古井丈大（ふるい・じょうだい) 平成16年杉並区生
まれ。都立豊多摩高等学校卒業、中央大学経済学部在学中。小学2
年生で将棋を始め、成田山新勝寺の子ども名人戦で優勝するなど
実力を発揮し、中学1年生で棋士を養成する日本将棋連盟の機関
｢奨励会」に入会。入会から約8年半を経て令和8年4月に念願の四
段昇段、プロデビューを果たした。好きな駒は斜めに大きく動け
る「角」。将棋以外では鉄道が好きで、特に発車メロディーなど
音への関心が深い音鉄として鉄道を楽しんでいる。▲小学校高学年頃の古井さん

杉並区公式チャンネル

YouTubeで
配信中！

すぎなみビト「古井丈大さん」の
インタビュー動画を、右2次元コード
からご覧いただけます。

す ぎ な み ビ ト

す ぎ な み ビ ト

interview

❶棋士養成機関である「奨励会」の試験に合格し入会
❷６級からスタートし、対局を重ねながら昇級・昇段
❸三段になると、半年ごとに実施される三段リーグに参加
❹リーグ戦上位2名が四段に昇段し、棋士となる
※奨励会の入会には、棋士の推薦が必要。推薦した棋士は、入会後に師匠となる｡
※三段リーグで３位を２回獲得した場合も四段として棋士になる｡
※奨励会には昇級・昇段などに関する年齢制限がある。

奨励会試験

6級～1級

初段・二段

四段～九段
現在、現役棋士は174名

関東

棋士棋士

関西

26歳以下

21歳以下

19歳以下

三段リーグ
東西をあわせたリーグ戦の
上位2名が四段昇段奨

励
会

棋士になるまでの道のり

8大タイトル戦
将棋界チャンピオンズ

リーグ

竜王・名人・叡王・
王位・王座・棋聖・
棋王・王将

将棋のプロ


